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新入生歓迎行事
4月5日（水）は新入生歓迎行事としてウェルカムパーティーとクラブ同好会紹介を行いました。ゲーム等を通して学生同士の交流を深める場となったようです。

四
月
早
々
、三
島
学
園
正
門
を
入
り
、な
だ
ら
か
な

坂
道
を
辿
る
と
、櫻
花
が
そ
こ
か
し
こ
と
満
開
に
咲

き
ほ
こ
り
、そ
の
美
し
さ
に
見
惚
れ
ま
し
た
。本
年
度

は
、本
学
創
立
一
二
三
年
目
で
あ
り
、ホ
ッ
プ
・
ス

テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
と
、未
来
を
見
据
え
て
着
実
に

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
五
（
二
〇
二
三
）年
六
月
二
九
日
（
木
）、創
立

者
三
島
駒
治
、よ
し
夫
妻
の
墓
参
と
、斎
藤
實
記
念
館

を
訪
れ
ま
し
た
。大
庭
清
理
事
長
を
は
じ
め
、総
勢
一

六
名
（
そ
の
う
ち
同
窓
会
員
四
名
）で
、ま
ず
人
首
の

自
徳
寺
の
山
門
を
く
ゞ
り
、本
堂
の
左
右
に
供
え
ら

れ
た
大
き
な
擬
宝
珠
が
四
方
八
方
に
咲
き
乱
れ
、そ

の
勢
い
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
　

人
首
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
同
窓
会
員
一
名
も
加
わ

り
、四
年
ぶ
り
に
、わ
れ
わ
れ
も
和
尚
さ
ん
と
一
緒
に

読
経
し
ま
し
た
。そ
の
後
、ゆ
る
や
か
な
細
道
を
登

り
、左
に
曲
が
り
、し
ば
ら
く
横
道
を
た
ど
る
と
、駒

治
、よ
し
夫
妻
の
墓
石
が
あ
り
ま
す
。参
列
し
た
み
な

さ
ん
は
、献
花
後
、そ
れ
ぞ
れ
焼
香
し
、手
を
合
わ
せ
、

故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

昼
食
後
、水
沢
の
斎
藤
實
記
念
館
を
見
学
し
、彼
の

人
と
な
り
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。斎
藤
實

は
、三
島
よ
し
と
親
族
で
あ
り
、明
治
、大
正
、昭
和
期

と
、数
年
ご
と
に
夫
妻
で
本
学
に
来
校
し
、大
正
一
三

（
一
九
二
四
）年
に
は
、私
立
東
北
女
子
職
業
学
校
設

立
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。斎
藤
實
は
、海
軍
大
臣
、海

軍
大
将
、朝
鮮
総
督
、内
閣
総
理
大
臣
、内
大
臣
と
歴

任
し
、昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）年
二
月
二
六
日
に
青

年
将
校
た
ち
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、春
子
夫

人
は
こ
の
水
沢
の
地
で
過
ご
し
、九
九
歳
と
長
寿
を

全
う
し
ま
し
た
が
、最
晩
年
に
至
る
ま
で
こ
の
二
・

二
六
事
件
の
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
語
っ
て
い
た
と

い
い
ま
す
。

別
棟
の
二
階
に
書
庫
が
あ
り
、欧
文
図
書
、台
湾
、

朝
鮮
時
代
の
貴
重
な
図
書
も
多
く
、研
究
者
も
数
多

く
来
訪
し
、調
査
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

外
に
出
る
と
、昭
和
七
（
一
九
三
二
）年
五
月
二
六

日
に
第
三
〇
代
内
閣
総
理
大
臣
就
任
直
後
の
心
構
え

を
説
い
た
処
世
観
を
記
し
た
石
碑
に
気
づ
き
ま
し

た
。

一
、
忍
耐
は
人
の
寶
な
り

二
、
人
と
接
す
る
に
は

　調
和
を
旨
と
し

　
　謙
譲
な
る
態
度
を
忘
る
べ
か
ら
ず

三
、
優
越
観
念
は

　深
く
自
己
の
胸
底
に
収
め

　
　他
に
対
し
て
は
平
凡
中
庸
を
以
て
し

　
　自
然
に
他
を
し
て

　敬
服
せ
し
む
る
を
要
す

三
島
学
園
の
校
訓
「
励
み

　謹
み

　慈
み
」と
同

様
に
、わ
た
く
し
は
こ
の
碑
文
を
「
人
を
以
て
鑑
と

為
す
」こ
と
に
し
た
い
。

学長  佐藤 一郎
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部

広報

人を以て鑑と為す

T O H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  

U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E第23号
令和5年度 前期

PHOTO ALBUM
（令和5年度 前期）

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に
作成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳ
Ｂ」をモチーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋と
なることを願って命名しました。

広報TSB 第23号
［ 発行 ］ 令和5年（2023年） 9月1日
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
〒981-8585 仙台市泉区虹の丘1丁目18番地の2
TEL 022-272-7520　FAX 022-301-5602
ホームページ  https://www.mishima.ac.jp/tsb/
instagram  https://www.instagram.com/tsbkoho/
X（旧Twitter）  https://twitter.com/mishima_tsb

令和5年度入学式
4月4日（火）に入学式を挙行しました。今年は快晴
で桜が満開！久しぶりに保護者や来賓の方々にも
ご参列いただけました。

小中学生のための
TSBファッションカレッジ2023

7月29日（土）に小中学生対象の
講座が行われました。

大学服飾文化専攻の教職員
と学生の指導の下、昇

華転写捺染の技法で、オリジナ
ルミニバッグを染色！

宮城県からの学生への支援物資配布

5月26日（金）・29日（月）に、宮城県から
の支援物

資を学生に配布しました。パックご飯や
レトルトカ

レー、パスタ等、両手で抱えきれないほど
の物資に

学生も大喜びでした。

体育祭
6月10日（土）に体育祭を開催し、学生たちは気合
十分で試合に挑みました。実行委員のおかげもあ
り、学科専攻の垣根を越えた楽しいイベントとなりま
した。

7月になり、一般企業の秋募集の採用活動が始まりました。本学の内定率は6月末実績で、大学35.1％（前年比4.1％増）、短大で6.1％（前
年比5.6％減）となっています。これまでの企業の採用活動を見ていると、順調に採用が進んでいる企業と、順調とは言えない企業に二極化し
ています。私の目から見た順調に採用が進んでいる企業の特徴を幾つか挙げてみると、「職場のモチベーションが高く、人間関係も良好であ
る」「業績重視で若くてもやりがいのある仕事を任せられる」「時代の最先端を行き、最新の知識とスキルを身に付けられる」「仕事のオン・オ
フの切り替えのメリハリがある」「給与や福利厚生が充実している」などで、ホワイト企業と呼ばれています。それとは逆に採用が上手く行って
いない企業には、俗に言うブラック企業が多いのが実情です。ホワイト企業には優秀な学生が続 と々エントリーしており、また、早くから採用活
動を始めています。3年生の夏のインターンシップから採用活動が開始されます。社会に初めて出る学生にとってファーストキャリアはとても重要
です。何故なら、現代は転職によってキャリアアップをすることが当たり前の時代ですが、前職でどの様な仕事をして成果を出してきたかを問
われます。つまり、過去を変える事は出来ません。ホワイト企業から内定を得るために何が必要かをよく考えることが大切です。［津島］

◎ファーストキャリアが大切

夏のオープンキャンパス6月17日（土）・7月16日（日）・8月6日（日）にオープンキャンパスを開催しました。猛暑の中、学生スタッフのみなさんは、誘導から講座中のサポート、お見送りまで大活躍でした！

令和5年度「後援会役員会・総会
・学科専攻別

懇談会・個別面談会」

6月3日（土）に後援会総会が
開催され、たくさんの

保護者の方にご出席いただ
きました。お忙しい中、

ご出席いただきありがとうござ
いました。

七夕祭
7月7日（金）の夕方から、数年ぶりに七夕祭を開催しました。テントでの飲食物（焼き鳥や唐揚げ等）の提供、フォークロックサークルのライブ、手持ち花火等、楽しいイベントとなりました。

秋保の杜佐々木美術館にて佐藤一郎学長の個
展が開催されます。是非ご覧ください。
会期：9月13日（水）～10月9日（月）10：00～17：00
（月曜日休館／祝日の場合営業、翌日休館）

ギ
ボ
ウ
シ

ひ
と
か
べ

ま
こ
と

た
か
ら

は
げ

つ
つ
し

か
が
み

い
つ
く
し

秋保の杜
佐々木美術館＆
人形館10周年
リレー展・
佐藤一郎展
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

大
学
家
政
学
科
短信

大
学
美
術
表
現
学
科

短信

令
和
五
年
度
春
・
夏
の
家
政
学
科
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。ま

ず
新
任
の
教
員
に
つ
い
て
で
す
が
、
四
月
に
健
康
栄
養
学

専
攻
に
中
尾
真
理
教
授
、
ブ
シ
ャ
ー
・
シ
ル
ベ
講
師
（
本
学
高

校
よ
り
）、
五
月
に
安
倍
綾
助
手
、
七
月
に
竹
内
歩
助
手
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
家
政
学
科
の
新
入
生
は
、
服
飾
文
化
専
攻
十
三
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
四
十
三
名
、
お
よ
び
編
入
学
生
（
健
康
栄
養

学
専
攻
三
年
生
）
二
名
と
な
り
ま
し
た
。
男
子
の
新
入
学
生
の

増
加
傾
向
は
さ
ら
に
進
み
、
今
年
は
服
飾
文
化
専
攻
三
名
、
健

康
栄
養
学
専
攻
は
な
ん
と
十
七
名
と
約
四
割
が
男
子
学
生
で

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
徐
々
に
小
さ
く
な

り
、
五
月
の
５
類
移
行
も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
授
業
の
ス
タ
イ
ル
も
本
来
の
形
に

戻
り
、
学
友
会
の
各
種
行
事
も
活
発
さ
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
研
修
旅
行
な
ど
大
勢
で
の
校
外
の
行
事
に

つ
い
て
は
市
中
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
全
面
的
に
対
面
型
実
施
と
な
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
期
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
も
並
行
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
総
参
加
者
数
は
す
で

に
昨
年
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

服
飾
文
化
専
攻
は
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
増
強
に
伴
い
制
作
力
の

向
上
が
見
ら
れ
、
岩
井
太
伸
さ
ん
（
四
年
生
）
の
第
五
十
四
回

毎
日
・
Ｄ
Ａ
Ｓ
学
生
デ
ザ
イ
ン
賞 

大
学
生
の
部
「
金
の
卵
賞
」

の
受
賞
な
ど
、
学
生
の
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
入
賞
も
あ
り
ま

し
た
。
二
月
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
外
部
公
演
（
有
観
客
開

催
）
の
成
功
に
勢
い
付
き
、
大
学
祭
公
演
に
向
け
て
着
々
と
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

健
康
栄
養
学
専
攻
学
生
の
対
外
的
な
活
動
も
活
発
化
し
て
お

り
ま
す
。
以
前
に
述
べ
た
、（
株
）
利
久
と
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発

は
つ
い
に
三
月
末
に
商
品
化
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
期

に
は
マ
イ
ナ
ビ
仙
台
パ
ン
フ
ェ
ス
へ
の
参
加
、
六
月
に
は
今
年

も
泉
区
家
庭
健
康
課
の
連
携
事
業
と
し
て
「
食
育
月
間
パ
ネ
ル

展
」
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
四
年
生
の
作
成
し
た
食
育
に
関

す
る
パ
ネ
ル
・
資
料
が
展
示
・
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

四
年
生
た
ち
の
学
外
実
習
、
就
職
活
動
や
受
験
勉
強
は
ま
だ

ま
だ
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
一
層
の
成
長
を
遂

げ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全
力
で
支
援
す
る
所
存
で
す
。

最
後
に
退
任
さ
れ
る
教
員
の
方
々
で
す
が
、
七
月
末
に
大
岩

紗
希
助
手
、
八
月
末
に
鈴
木
麻
予
助
手
、
安
倍
綾
助
手
が
退
職

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
本
学
の
教
育
活
動
へ
の
ご
貢
献
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。﹇
鈴
木
裕
﹈

美
術
学
部
は
、
今
年
度
か
ら
森
岡
淳
先
生
（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
分
野
）
と
山
口
刀
也
先
生
（
教
職
課
程
）
を
迎
え
て
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。
森
岡
先
生
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
て
美
術
で
地
域
に
活
気
の
出
る
仕
組
み
や
仕
掛
け
を
期
待

し
、
山
口
先
生
に
は
本
学
の
教
員
養
成
の
充
実
に
期
待
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

各
学
年
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す
。
新
入
生
は
、
慣
れ
な
い
通

学
ル
ー
ト
と
大
学
で
の
授
業
時
間
九
十
分
の
講
義
、
百
八
十
分
の

実
技
と
今
ま
で
に
な
い
時
間
数
に
困
惑
し
な
が
ら
も
新
た
な
大
学

生
活
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
経
て
現
在
で
は
ず
い
ぶ

ん
と
大
学
生
活
に
も
慣
れ
て
来
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
一
年
生
の
経
験
を
活
か
し
大
学
の
履
修
登
録
も
積

極
的
に
済
ま
せ
、
選
択
授
業
で
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
探
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

三
年
生
は
、
自
分
の
自
主
的
な
制
作
や
課
外
活
動
、
大
学
祭
で

の
出
店
、
公
募
展
へ
の
作
品
出
品
、
グ
ル
ー
プ
展
、
個
展
等
、
展

覧
会
開
催
の
た
め
の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

四
年
生
は
、
就
職
活
動
、
教
育
実
習
、
博
物
館
実
習
、
卒
業
研

究
と
重
な
る
行
事
を
上
手
く
こ
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に

教
育
実
習
で
は
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
中
・
高
生
の
前

で
授
業
を
行
う
と
い
う
緊
張
感
の
中
で
、
充
実
し
た
体
験
を
し
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
学
事
予
定
で
は
、
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
、
課
題
提
出
を
済

ま
せ
、
集
中
講
義
、
特
別
講
義
を
経
て
、
夏
休
み
を
は
さ
ん
で
後

期
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
十
月
に
な
る
と
、
大
学
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
同
時
開
催
の
美
術
学
部
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
「
学
科

内
コ
ン
ク
ー
ル
」で
学
生
た
ち
は
作
品
を
競
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
終
学
年
で
は
、
引
き
続
き
就
職
活
動
、
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
、

最
後
の
作
品
成
果
発
表「
卒
業
制
作
展
」（
会
場
：
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
）
に
向
け
て
研
究
・
制
作
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
美
術
学
部
で
は
「
美
術
の
高
度
な
専
門
知
識
と
技
能
を

身
に
付
け
、
実
学
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
間

性
豊
か
な
人
材
を
養
成
す
る
」
と
い
う
教
育
目
的
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
地
域
社
会
で
は
、
多
様
な
人
材
確
保
に
加
え
得
意
分
野
を
活

か
せ
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。
得
意
分
野
で
描
い
た
り
デ
ザ
イ

ン
を
し
た
り
と
い
う
美
術
の
力
を
活
か
す
こ
と
で
、
ア
ー
ト
活
動

は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や
歴
史
、
文
化
、
統
計
と
い
っ

た
情
報
発
信
を
視
覚
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
人
と

情
報
や
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
は
、
年
代
や
所
属
を
越
え
て
衣
・
食
・

住
と
い
っ
た
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
ゆ
く
事
に
繋
が

り
ま
す
。
美
術
学
部
で
は
、
美
術
を
広
く
学
び
、
授
業
科
目
「
地

域
創
生
演
習
」
を
通
し
て
得
意
分
野
を
活
か
し
た
、
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。﹇
三
上
﹈

令
和
五
年
三
月
十
五
日
、
生
活
文
化
学
科
は
、
食
物
栄
養

学
専
攻
三
十
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
三
十
一
名
を
卒
業
生
と

し
て
送
り
出
し
ま
し
た
、
今
年
度
も
、
多
く
の
学
生
が
、
栄

養
士
免
許
、
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
を
取

得
し
、
ま
た
例
年
同
様
、
両
専
攻
と
も
一
〇
〇
％
の
就
職
率

を
達
成
し
ま
し
た
。
令
和
五
年
四
月
に
は
、
食
物
栄
養
学
専

攻
に
三
十
四
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
に
二
十
六
名
が
入
学
し
、

新
入
生
歓
迎
行
事
な
ど
を
含
む
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
学

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生
の
皆
様
に
は
、
少
し
で
も
早

く
短
大
生
活
に
慣
れ
、
学
業
を
中
心
に
充
実
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
対
策
が
変

更
さ
れ
、
学
友
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、
体
育
祭
や
七
夕

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
短
大
生
の
積
極

的
な
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

二
年
生
の
実
習
関
係
の
報
告
で
す
。
食
物
栄
養
学
専
攻
の

校
外
実
習
（
各
学
生
一
週
間
）
は
、
六
月
十
九
日
仙
台
市
立

の
小
学
校
を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
生
活
専
攻

の
保
育
所
実
習
Ⅰ
が
五
月
二
十
二
日
、
保
育
所
実
習
Ⅱ
が
六

月
十
九
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
施
設
実
習
が
七
月
十
八
日
か
ら
二

週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
年
生
の
皆
様

に
は
、
校
外
で
の
実
習
を
通
じ
て
、
学
校
内
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
学
び
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
す
。
食
物
栄
養
学

専
攻
で
は
、
食
の
分
野
を
幅
広
く
学
べ
る
機
会
を
増
や
す
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
産
学
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
六

月
、
新
た
に
株
式
会
社
海
祥
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
七
月
二
十
五
日
に
は
、
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年

生
が
し
ら
す
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、
そ
の
試
食
会

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
生
活
専
攻
で
は
、
日
本
教
育
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定
の
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
試
験
対
策
の
授
業
が

本
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
取
得
を
目
指
す
一
年
生
が
熱
心
に
勉
学
に
励

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、
食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
検
定
試
験

の
受
験
（
六
月
二
十
五
日
）
や
、
食
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
級
に
二
年
生
十
名
が
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
学
生
が

多
彩
な
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。﹇
池
田
﹈
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

大
学
家
政
学
科
短信

大
学
美
術
表
現
学
科

短信

令
和
五
年
度
春
・
夏
の
家
政
学
科
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。ま

ず
新
任
の
教
員
に
つ
い
て
で
す
が
、
四
月
に
健
康
栄
養
学

専
攻
に
中
尾
真
理
教
授
、
ブ
シ
ャ
ー
・
シ
ル
ベ
講
師
（
本
学
高

校
よ
り
）、
五
月
に
安
倍
綾
助
手
、
七
月
に
竹
内
歩
助
手
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
家
政
学
科
の
新
入
生
は
、
服
飾
文
化
専
攻
十
三
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
四
十
三
名
、
お
よ
び
編
入
学
生
（
健
康
栄
養

学
専
攻
三
年
生
）
二
名
と
な
り
ま
し
た
。
男
子
の
新
入
学
生
の

増
加
傾
向
は
さ
ら
に
進
み
、
今
年
は
服
飾
文
化
専
攻
三
名
、
健

康
栄
養
学
専
攻
は
な
ん
と
十
七
名
と
約
四
割
が
男
子
学
生
で

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
徐
々
に
小
さ
く
な

り
、
五
月
の
５
類
移
行
も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
授
業
の
ス
タ
イ
ル
も
本
来
の
形
に

戻
り
、
学
友
会
の
各
種
行
事
も
活
発
さ
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
研
修
旅
行
な
ど
大
勢
で
の
校
外
の
行
事
に

つ
い
て
は
市
中
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
全
面
的
に
対
面
型
実
施
と
な
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
期
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
も
並
行
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
総
参
加
者
数
は
す
で

に
昨
年
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

服
飾
文
化
専
攻
は
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
増
強
に
伴
い
制
作
力
の

向
上
が
見
ら
れ
、
岩
井
太
伸
さ
ん
（
四
年
生
）
の
第
五
十
四
回

毎
日
・
Ｄ
Ａ
Ｓ
学
生
デ
ザ
イ
ン
賞 

大
学
生
の
部
「
金
の
卵
賞
」

の
受
賞
な
ど
、
学
生
の
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
入
賞
も
あ
り
ま

し
た
。
二
月
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
外
部
公
演
（
有
観
客
開

催
）
の
成
功
に
勢
い
付
き
、
大
学
祭
公
演
に
向
け
て
着
々
と
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

健
康
栄
養
学
専
攻
学
生
の
対
外
的
な
活
動
も
活
発
化
し
て
お

り
ま
す
。
以
前
に
述
べ
た
、（
株
）
利
久
と
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発

は
つ
い
に
三
月
末
に
商
品
化
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
期

に
は
マ
イ
ナ
ビ
仙
台
パ
ン
フ
ェ
ス
へ
の
参
加
、
六
月
に
は
今
年

も
泉
区
家
庭
健
康
課
の
連
携
事
業
と
し
て
「
食
育
月
間
パ
ネ
ル

展
」
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
四
年
生
の
作
成
し
た
食
育
に
関

す
る
パ
ネ
ル
・
資
料
が
展
示
・
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

四
年
生
た
ち
の
学
外
実
習
、
就
職
活
動
や
受
験
勉
強
は
ま
だ

ま
だ
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
一
層
の
成
長
を
遂

げ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全
力
で
支
援
す
る
所
存
で
す
。

最
後
に
退
任
さ
れ
る
教
員
の
方
々
で
す
が
、
七
月
末
に
大
岩

紗
希
助
手
、
八
月
末
に
鈴
木
麻
予
助
手
、
安
倍
綾
助
手
が
退
職

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
本
学
の
教
育
活
動
へ
の
ご
貢
献
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。﹇
鈴
木
裕
﹈

美
術
学
部
は
、
今
年
度
か
ら
森
岡
淳
先
生
（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
分
野
）
と
山
口
刀
也
先
生
（
教
職
課
程
）
を
迎
え
て
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。
森
岡
先
生
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
て
美
術
で
地
域
に
活
気
の
出
る
仕
組
み
や
仕
掛
け
を
期
待

し
、
山
口
先
生
に
は
本
学
の
教
員
養
成
の
充
実
に
期
待
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

各
学
年
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す
。
新
入
生
は
、
慣
れ
な
い
通

学
ル
ー
ト
と
大
学
で
の
授
業
時
間
九
十
分
の
講
義
、
百
八
十
分
の

実
技
と
今
ま
で
に
な
い
時
間
数
に
困
惑
し
な
が
ら
も
新
た
な
大
学

生
活
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
経
て
現
在
で
は
ず
い
ぶ

ん
と
大
学
生
活
に
も
慣
れ
て
来
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
一
年
生
の
経
験
を
活
か
し
大
学
の
履
修
登
録
も
積

極
的
に
済
ま
せ
、
選
択
授
業
で
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
探
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

三
年
生
は
、
自
分
の
自
主
的
な
制
作
や
課
外
活
動
、
大
学
祭
で

の
出
店
、
公
募
展
へ
の
作
品
出
品
、
グ
ル
ー
プ
展
、
個
展
等
、
展

覧
会
開
催
の
た
め
の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

四
年
生
は
、
就
職
活
動
、
教
育
実
習
、
博
物
館
実
習
、
卒
業
研

究
と
重
な
る
行
事
を
上
手
く
こ
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に

教
育
実
習
で
は
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
中
・
高
生
の
前

で
授
業
を
行
う
と
い
う
緊
張
感
の
中
で
、
充
実
し
た
体
験
を
し
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
学
事
予
定
で
は
、
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
、
課
題
提
出
を
済

ま
せ
、
集
中
講
義
、
特
別
講
義
を
経
て
、
夏
休
み
を
は
さ
ん
で
後

期
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
十
月
に
な
る
と
、
大
学
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
同
時
開
催
の
美
術
学
部
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
「
学
科

内
コ
ン
ク
ー
ル
」で
学
生
た
ち
は
作
品
を
競
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
終
学
年
で
は
、
引
き
続
き
就
職
活
動
、
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
、

最
後
の
作
品
成
果
発
表「
卒
業
制
作
展
」（
会
場
：
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
）
に
向
け
て
研
究
・
制
作
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
美
術
学
部
で
は
「
美
術
の
高
度
な
専
門
知
識
と
技
能
を

身
に
付
け
、
実
学
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
間

性
豊
か
な
人
材
を
養
成
す
る
」
と
い
う
教
育
目
的
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
地
域
社
会
で
は
、
多
様
な
人
材
確
保
に
加
え
得
意
分
野
を
活

か
せ
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。
得
意
分
野
で
描
い
た
り
デ
ザ
イ

ン
を
し
た
り
と
い
う
美
術
の
力
を
活
か
す
こ
と
で
、
ア
ー
ト
活
動

は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や
歴
史
、
文
化
、
統
計
と
い
っ

た
情
報
発
信
を
視
覚
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
人
と

情
報
や
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
は
、
年
代
や
所
属
を
越
え
て
衣
・
食
・

住
と
い
っ
た
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
ゆ
く
事
に
繋
が

り
ま
す
。
美
術
学
部
で
は
、
美
術
を
広
く
学
び
、
授
業
科
目
「
地

域
創
生
演
習
」
を
通
し
て
得
意
分
野
を
活
か
し
た
、
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。﹇
三
上
﹈

令
和
五
年
三
月
十
五
日
、
生
活
文
化
学
科
は
、
食
物
栄
養

学
専
攻
三
十
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
三
十
一
名
を
卒
業
生
と

し
て
送
り
出
し
ま
し
た
、
今
年
度
も
、
多
く
の
学
生
が
、
栄

養
士
免
許
、
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
を
取

得
し
、
ま
た
例
年
同
様
、
両
専
攻
と
も
一
〇
〇
％
の
就
職
率

を
達
成
し
ま
し
た
。
令
和
五
年
四
月
に
は
、
食
物
栄
養
学
専

攻
に
三
十
四
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
に
二
十
六
名
が
入
学
し
、

新
入
生
歓
迎
行
事
な
ど
を
含
む
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
学

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生
の
皆
様
に
は
、
少
し
で
も
早

く
短
大
生
活
に
慣
れ
、
学
業
を
中
心
に
充
実
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
対
策
が
変

更
さ
れ
、
学
友
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、
体
育
祭
や
七
夕

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
短
大
生
の
積
極

的
な
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

二
年
生
の
実
習
関
係
の
報
告
で
す
。
食
物
栄
養
学
専
攻
の

校
外
実
習
（
各
学
生
一
週
間
）
は
、
六
月
十
九
日
仙
台
市
立

の
小
学
校
を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
生
活
専
攻

の
保
育
所
実
習
Ⅰ
が
五
月
二
十
二
日
、
保
育
所
実
習
Ⅱ
が
六

月
十
九
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
施
設
実
習
が
七
月
十
八
日
か
ら
二

週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
年
生
の
皆
様

に
は
、
校
外
で
の
実
習
を
通
じ
て
、
学
校
内
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
学
び
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
す
。
食
物
栄
養
学

専
攻
で
は
、
食
の
分
野
を
幅
広
く
学
べ
る
機
会
を
増
や
す
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
産
学
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
六

月
、
新
た
に
株
式
会
社
海
祥
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
七
月
二
十
五
日
に
は
、
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年

生
が
し
ら
す
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、
そ
の
試
食
会

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
生
活
専
攻
で
は
、
日
本
教
育
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定
の
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
試
験
対
策
の
授
業
が

本
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
取
得
を
目
指
す
一
年
生
が
熱
心
に
勉
学
に
励

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、
食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
検
定
試
験

の
受
験
（
六
月
二
十
五
日
）
や
、
食
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
級
に
二
年
生
十
名
が
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
学
生
が

多
彩
な
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。﹇
池
田
﹈



0405

　
入
学
し
て
か
ら
、
様
々
な
授
業
に
取
り
組
み
、
新
し
い
環
境
に
も

慣
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
学
の
共
通
授
業
で
は
、
多
彩
な
分

野
の
知
識
を
学
び
、
よ
り
幅
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

服
飾
文
化
専
攻
の
専
門
の
授
業
で
は
、
裁
断
や
縫
製
技
術
の
向
上
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
歴
史
や
文
化
の
理
解
な
ど
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。﹇
何
﹈

　
九
月
に
二
泊
三
日
の
家
政
特
別
演
習
（
研
修
旅
行
）
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
横
浜
市
と
東
京
都
内
を
訪
れ
ま
す
。
八
月
上
旬
に
平
塚
先
生

に
よ
る
集
中
講
義
が
あ
り
、
研
修
旅
行
の
一
泊
分
と
し
て
代
用
し
ま

す
。
事
前
の
準
備
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
全
員
が
学
ぶ
意
欲

や
動
機
を
強
く
も
っ
て
有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
三
年
生
へ
の
進
級
を
控
え
、
将
来
の
進
路
を
固

め
る
た
め
の
基
礎
作
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。﹇
植
松
﹈

　
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
大
学
生
活
も
三
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
一
日
に
か
け
て

「
家
政
特
別
演
習
（
研
修
旅
行
）」
を
実
施
し
、
東
北
を
拠
点
に
世
界

に
向
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
ア
パ
レ
ル
企
業
の
工
房
見
学
や
講

演
、
博
物
館
で
の
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
と
と
も
に
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
な
お
、
研
修
旅
行
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
全
国
旅
行
支
援
」
が

適
用
さ
れ
、
旅
行
費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の

教
育
・
研
究
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
学
外
機
関
と
の
連
携
や
社
会

資
源
の
積
極
的
活
用
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。「
今
回
の
研
修
旅

行
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
ど
の
よ
う
に
成
長

し
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
択
し
て
い
く
の
か
？
」
を
期
待
し
つ
つ
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。﹇
水
谷
﹈

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
初
年
度
入
学
の
服
飾
文
化
専
攻

四
年
生
の
学
生
生
活
も
、
あ
と
半
年
と
な
り
ま
し
た
。
自
粛
自
粛
…
…

の
学
年
で
し
た
が
、
残
り
半
年
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
毎
日

で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
現
在
学
生
た
ち
は
、
将
来
の
自
分
の

た
め
に
、
今
の
自
分
と
十
分
向
き
合
い
、
行
動
し
て
い
ま
す
。
全
員

の
目
標
が
叶
う
よ
う
引
き
続
き
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
先
日
開
催
さ
れ
た
服
飾
文
化
専
攻
作
品
展
で
は
、
多
数
の
保
護
者

の
皆
様
が
観
覧
く
だ
さ
い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。﹇
川
又
﹈

　
管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い
と
同
じ
夢
を
抱
い
た
学
生
が
四
十
三
名

入
学
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
約
四
割
が
男
子
学
生
で
す
。
四
月

中
旬
よ
り
面
談
を
実
施
し
生
活
面
や
学
業
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
し

た
中
で
、
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
頂
き
た
い
と
お
伝
え
し
ま

し
た
。
六
月
に
実
施
さ
れ
た
体
育
祭
で
は
、
一
致
団
結
し
友
情
も
育

ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。
入
学
し
た
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
目
標
が
達

成
で
き
る
よ
う
担
任
も
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
、
ご
家
庭
で
も
ご

支
援
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。﹇
八
巻
・

ブ
シ
ャ
ー
﹈

　
二
年
生
に
な
り
、
授
業
科
目
も
専
門
分
野
の
講
義
、
実
験
、
実
習

が
多
く
な
り
、
学
習
内
容
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
。
担
任
と
の

個
人
面
談
で
は
、
勉
強
で
分
か
ら
な
い
点
を
克
服
す
る
こ
と
、
勉
強

す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
帰
り
が
遅
く
な
る

際
は
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
等
に
注
意
す
る
こ
と
等
を
指
導
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
後
は
前
期
科
目
の
試
験
、
後
期
の
家
政
特
別
講
義
の
学
外
研
修

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
健
康
面
に
気
を
付
け
て
、
学
生
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。﹇
栗
山
・
鴫
原
﹈

　
四
月
に
編
入
学
生
二
名
を
迎
え
て
四
十
八
名
と
な
り
ま
し
た
。
三

年
次
早
々
の
六
月
か
ら
校
外
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
特
に
今
年

は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
面
式

で
の
実
習
と
な
り
、
将
来
に
向
け
て
の
方
向
性
が
よ
り
明
確
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
習
終
了
後
に
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
講
義
を
受

け
る
学
生
が
出
始
め
、
よ
う
や
く
学
生
を
見
分
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
課
題
研
究
の
所
属
が
決
定
す
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
研
究
の
芽
も
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。﹇
伊
藤
・

佐
藤
靖
﹈

　
大
学
生
活
最
後
の
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
学
業
と
就
職
活
動
に
没

頭
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
五
月
か
ら
は
教
育
実
習
や
保
健
所
、

病
院
な
ど
で
の
臨
地
実
習
が
始
ま
り
、
学
外
で
の
活
動
が
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
定
期
的
な
模
擬

試
験
を
行
い
な
が
ら
勉
学
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
会
社
説
明
会
や
採
用
試
験

に
赴
き
、
次
々
内
定
者
が
出
て
い
ま
す
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
努

力
を
続
け
る
学
生
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま

す
。﹇
川
俣
・
髙
橋
文
﹈

　
大
学
生
と
な
り
、
一
人
暮
ら
し
や
履
修
科
目
選
択
な
ど
、
高
校
ま

で
の
生
活
と
一
変
し
戸
惑
っ
た
学
生
も
多
く
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
教
員
の
心
配
を
よ
そ
に
、
新
し
い
友
達
を
作
り
、
大
学
生
活
に

順
応
し
て
い
く
姿
に
驚
き
と
安
心
感
を
覚
え
ま
し
た
。
大
学
行
事
も

コ
ロ
ナ
が
明
け
て
本
来
の
姿
に
戻
り
、
よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、教
員
や
学
芸
員
、

企
業
へ
就
職
…
と
、
将
来
は
様
々
で
す
が
、
貴
重
な
四
年
間
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。﹇
三
上
・
森
岡
・
佐
々
木
﹈

　
二
年
次
か
ら
、
美
術
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野

に
関
す
る
専
門
科
目
の
学
び
が
始
ま
り
ま
し
た
。一
年
次
ま
で
の
必
修
・

基
礎
科
目
と
は
異
な
り
、
二
年
次
か
ら
は
、
各
自
が
学
び
た
い
科
目

を
履
修
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
積
極
的
に
学
び
、
技
術
を
身
に
付
け
、
表
現
の
幅
を

広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
内
行
事
で
は
、
六
月
の
体
育
祭
、

七
月
の
七
夕
祭
り
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
学
部
、
学

年
を
越
え
た
学
生
同
士
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。﹇
鈴
木
専
・
鶴
巻
﹈

　
三
年
次
へ
進
級
す
る
際
、
専
門
分
野
と
な
る
「
コ
ー
ス
選
択
」
調

査
を
行
い
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
進
む
べ
き
進
路
を
見
据
え
て
の「
コ
ー

ス
選
択
」
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
生
達
の
会
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
卒
業
研
究
の
内
容
や
就
職
活
動
な
ど
様
々
な
不
安
に
直
面
し

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。ま
た
学
生
生
活
も
後
半
戦
に
差
し
掛
か
り
、

焦
り
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
ず
は
ど
ん
ど
ん

行
動
に
移
す
こ
と
！ 

学
生
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
、
自
身
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
る
良
い
時
期
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。﹇
立
花
・
落
合
﹈

　
美
術
学
部
の
内
定
状
況
（
六
月
三
十
日
現
在
）
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
二
十
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
を
低
い
と
評

価
さ
れ
る
保
護
者
様
が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
一
％
は
こ
こ
数

年
の
最
高
値
な
の
で
す
。
昨
年
は
、
同
時
期
に
十
九
％
で
し
た
が
、

最
終
的
に
九
十
％
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
数

値
は
、
こ
れ
か
ら
も
採
用
の
波
が
繰
り
返
し
や
っ
て
来
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
声
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。﹇
瀬

戸
・
伊
勢
﹈

　「
栄
養
士
」
を
目
指
す
勉
強
を
始
め
て
、
当
初
は
専
門
性
の
高
さ

か
ら
か
、
自
分
な
り
の
勉
強
方
法
を
確
立
で
き
ず
に
い
た
学
生
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
自
ら
進
ん
で
教
員
へ
質
問
し
た
り
、
友

人
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
と
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
集
団
で
今

後
が
楽
し
み
で
す
。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
、
と
こ
と
ん
学
ぶ
こ
と

は
学
生
の
課
題
で
あ
り
、
特
権
で
す
。
二
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。﹇
松
尾
・
青
柳
﹈

　
穏
や
か
な
学
校
生
活
の
中
、
多
く
の
学
生
は
就
職
活
動
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
内
定
し
た
学
生
も
多
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
一
部

の
学
生
は
新
入
生
歓
迎
行
事
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
、
多
く
の
行
事
に
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
内
の
複
数
の
食
品
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
商
品
の
開
発
に
携
わ
る

な
ど
、
産
学
連
携
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
学
へ
の
編
入

学
希
望
者
は
、
試
験
へ
向
け
て
の
勉
強
会
も
始
め
ま
し
た
。
忙
し
い

毎
日
で
す
が
、み
な
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。﹇
永
沼
・

益
田
﹈

　
こ
の
四
月
、
一
年
生
は
二
十
六
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
学

当
初
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
七
月
下
旬
の
現
在
は
学
校

生
活
に
も
慣
れ
、
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」
授
業

の
ミ
ニ
運
動
会
で
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
熱
心
な
応
援
を
受
け
、
一

致
団
結
し
て
競
技
を
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
五
月
に
施
設

見
学
を
終
え
、
九
月
に
は
幼
稚
園
で
の
基
礎
実
習
に
臨
み
ま
す
。
卒

業
ま
で
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
保
育
者
に
な
る
と
い
う
夢
を

実
現
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。﹇
武
田
・
阿
部
﹈

　
二
年
生
に
な
り
学
年
が
上
が
っ
た
自
覚
を
噛
み
し
め
る
間
も
な
く
、

五
月
か
ら
保
育
現
場
に
赴
き
「
保
育
の
実
際
」
を
学
ぶ
保
育
実
習
Ⅰ（
保

育
所
）、
保
育
実
習
Ⅱ
と
保
育
実
習
Ⅰ（
施
設
）
と
い
う
三
つ
の
実
習
が

七
月
末
ま
で
連
続
で
続
い
て
い
ま
す
。
一
つ
の
実
習
ご
と
に
他
者
、

さ
ら
に
は
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、
学
校
に
帰
っ
て
く
る
度
に
逞
し

く
な
っ
て
い
く
学
生
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

学
生
が
実
習
で
何
を
学
ん
で
き
た
の
か
、
話
し
を
聴
く
こ
と
を
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。﹇
橋
浦
・
高
橋
恵
﹈
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大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
１
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
２
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
4
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
３
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻
　
2
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻
　
1
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
1
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
2
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
3
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
2
年

ク
ラ
ス
だ
よ
り

（
令
和
五
年
度 

前
期
）
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入
学
し
て
か
ら
、
様
々
な
授
業
に
取
り
組
み
、
新
し
い
環
境
に
も

慣
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
学
の
共
通
授
業
で
は
、
多
彩
な
分

野
の
知
識
を
学
び
、
よ
り
幅
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

服
飾
文
化
専
攻
の
専
門
の
授
業
で
は
、
裁
断
や
縫
製
技
術
の
向
上
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
歴
史
や
文
化
の
理
解
な
ど
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。﹇
何
﹈

　
九
月
に
二
泊
三
日
の
家
政
特
別
演
習
（
研
修
旅
行
）
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
横
浜
市
と
東
京
都
内
を
訪
れ
ま
す
。
八
月
上
旬
に
平
塚
先
生

に
よ
る
集
中
講
義
が
あ
り
、
研
修
旅
行
の
一
泊
分
と
し
て
代
用
し
ま

す
。
事
前
の
準
備
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
全
員
が
学
ぶ
意
欲

や
動
機
を
強
く
も
っ
て
有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
三
年
生
へ
の
進
級
を
控
え
、
将
来
の
進
路
を
固

め
る
た
め
の
基
礎
作
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。﹇
植
松
﹈

　
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
大
学
生
活
も
三
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
一
日
に
か
け
て

「
家
政
特
別
演
習
（
研
修
旅
行
）」
を
実
施
し
、
東
北
を
拠
点
に
世
界

に
向
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
ア
パ
レ
ル
企
業
の
工
房
見
学
や
講

演
、
博
物
館
で
の
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
と
と
も
に
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
な
お
、
研
修
旅
行
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
全
国
旅
行
支
援
」
が

適
用
さ
れ
、
旅
行
費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の

教
育
・
研
究
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
学
外
機
関
と
の
連
携
や
社
会

資
源
の
積
極
的
活
用
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。「
今
回
の
研
修
旅

行
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
ど
の
よ
う
に
成
長

し
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
択
し
て
い
く
の
か
？
」
を
期
待
し
つ
つ
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。﹇
水
谷
﹈

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
初
年
度
入
学
の
服
飾
文
化
専
攻

四
年
生
の
学
生
生
活
も
、
あ
と
半
年
と
な
り
ま
し
た
。
自
粛
自
粛
…
…

の
学
年
で
し
た
が
、
残
り
半
年
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
毎
日

で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
現
在
学
生
た
ち
は
、
将
来
の
自
分
の

た
め
に
、
今
の
自
分
と
十
分
向
き
合
い
、
行
動
し
て
い
ま
す
。
全
員

の
目
標
が
叶
う
よ
う
引
き
続
き
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
先
日
開
催
さ
れ
た
服
飾
文
化
専
攻
作
品
展
で
は
、
多
数
の
保
護
者

の
皆
様
が
観
覧
く
だ
さ
い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。﹇
川
又
﹈

　
管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い
と
同
じ
夢
を
抱
い
た
学
生
が
四
十
三
名

入
学
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
約
四
割
が
男
子
学
生
で
す
。
四
月

中
旬
よ
り
面
談
を
実
施
し
生
活
面
や
学
業
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
し

た
中
で
、
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
頂
き
た
い
と
お
伝
え
し
ま

し
た
。
六
月
に
実
施
さ
れ
た
体
育
祭
で
は
、
一
致
団
結
し
友
情
も
育

ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。
入
学
し
た
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
目
標
が
達

成
で
き
る
よ
う
担
任
も
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
、
ご
家
庭
で
も
ご

支
援
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。﹇
八
巻
・

ブ
シ
ャ
ー
﹈

　
二
年
生
に
な
り
、
授
業
科
目
も
専
門
分
野
の
講
義
、
実
験
、
実
習

が
多
く
な
り
、
学
習
内
容
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
。
担
任
と
の

個
人
面
談
で
は
、
勉
強
で
分
か
ら
な
い
点
を
克
服
す
る
こ
と
、
勉
強

す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
帰
り
が
遅
く
な
る

際
は
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
等
に
注
意
す
る
こ
と
等
を
指
導
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
後
は
前
期
科
目
の
試
験
、
後
期
の
家
政
特
別
講
義
の
学
外
研
修

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
健
康
面
に
気
を
付
け
て
、
学
生
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。﹇
栗
山
・
鴫
原
﹈

　
四
月
に
編
入
学
生
二
名
を
迎
え
て
四
十
八
名
と
な
り
ま
し
た
。
三

年
次
早
々
の
六
月
か
ら
校
外
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
特
に
今
年

は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
面
式

で
の
実
習
と
な
り
、
将
来
に
向
け
て
の
方
向
性
が
よ
り
明
確
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
習
終
了
後
に
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
講
義
を
受

け
る
学
生
が
出
始
め
、
よ
う
や
く
学
生
を
見
分
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
課
題
研
究
の
所
属
が
決
定
す
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
研
究
の
芽
も
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。﹇
伊
藤
・

佐
藤
靖
﹈

　
大
学
生
活
最
後
の
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
学
業
と
就
職
活
動
に
没

頭
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
五
月
か
ら
は
教
育
実
習
や
保
健
所
、

病
院
な
ど
で
の
臨
地
実
習
が
始
ま
り
、
学
外
で
の
活
動
が
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
定
期
的
な
模
擬

試
験
を
行
い
な
が
ら
勉
学
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
会
社
説
明
会
や
採
用
試
験

に
赴
き
、
次
々
内
定
者
が
出
て
い
ま
す
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
努

力
を
続
け
る
学
生
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま

す
。﹇
川
俣
・
髙
橋
文
﹈

　
大
学
生
と
な
り
、
一
人
暮
ら
し
や
履
修
科
目
選
択
な
ど
、
高
校
ま

で
の
生
活
と
一
変
し
戸
惑
っ
た
学
生
も
多
く
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
教
員
の
心
配
を
よ
そ
に
、
新
し
い
友
達
を
作
り
、
大
学
生
活
に

順
応
し
て
い
く
姿
に
驚
き
と
安
心
感
を
覚
え
ま
し
た
。
大
学
行
事
も

コ
ロ
ナ
が
明
け
て
本
来
の
姿
に
戻
り
、
よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、教
員
や
学
芸
員
、

企
業
へ
就
職
…
と
、
将
来
は
様
々
で
す
が
、
貴
重
な
四
年
間
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。﹇
三
上
・
森
岡
・
佐
々
木
﹈

　
二
年
次
か
ら
、
美
術
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野

に
関
す
る
専
門
科
目
の
学
び
が
始
ま
り
ま
し
た
。一
年
次
ま
で
の
必
修
・

基
礎
科
目
と
は
異
な
り
、
二
年
次
か
ら
は
、
各
自
が
学
び
た
い
科
目

を
履
修
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
積
極
的
に
学
び
、
技
術
を
身
に
付
け
、
表
現
の
幅
を

広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
内
行
事
で
は
、
六
月
の
体
育
祭
、

七
月
の
七
夕
祭
り
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
学
部
、
学

年
を
越
え
た
学
生
同
士
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。﹇
鈴
木
専
・
鶴
巻
﹈

　
三
年
次
へ
進
級
す
る
際
、
専
門
分
野
と
な
る
「
コ
ー
ス
選
択
」
調

査
を
行
い
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
進
む
べ
き
進
路
を
見
据
え
て
の「
コ
ー

ス
選
択
」
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
生
達
の
会
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
卒
業
研
究
の
内
容
や
就
職
活
動
な
ど
様
々
な
不
安
に
直
面
し

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。ま
た
学
生
生
活
も
後
半
戦
に
差
し
掛
か
り
、

焦
り
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
ず
は
ど
ん
ど
ん

行
動
に
移
す
こ
と
！ 

学
生
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
、
自
身
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
る
良
い
時
期
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。﹇
立
花
・
落
合
﹈

　
美
術
学
部
の
内
定
状
況
（
六
月
三
十
日
現
在
）
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
二
十
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
を
低
い
と
評

価
さ
れ
る
保
護
者
様
が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
一
％
は
こ
こ
数

年
の
最
高
値
な
の
で
す
。
昨
年
は
、
同
時
期
に
十
九
％
で
し
た
が
、

最
終
的
に
九
十
％
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
数

値
は
、
こ
れ
か
ら
も
採
用
の
波
が
繰
り
返
し
や
っ
て
来
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
声
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。﹇
瀬

戸
・
伊
勢
﹈

　「
栄
養
士
」
を
目
指
す
勉
強
を
始
め
て
、
当
初
は
専
門
性
の
高
さ

か
ら
か
、
自
分
な
り
の
勉
強
方
法
を
確
立
で
き
ず
に
い
た
学
生
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
自
ら
進
ん
で
教
員
へ
質
問
し
た
り
、
友

人
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
と
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
集
団
で
今

後
が
楽
し
み
で
す
。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
、
と
こ
と
ん
学
ぶ
こ
と

は
学
生
の
課
題
で
あ
り
、
特
権
で
す
。
二
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。﹇
松
尾
・
青
柳
﹈

　
穏
や
か
な
学
校
生
活
の
中
、
多
く
の
学
生
は
就
職
活
動
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
内
定
し
た
学
生
も
多
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
一
部

の
学
生
は
新
入
生
歓
迎
行
事
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
、
多
く
の
行
事
に
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
内
の
複
数
の
食
品
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
商
品
の
開
発
に
携
わ
る

な
ど
、
産
学
連
携
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
学
へ
の
編
入

学
希
望
者
は
、
試
験
へ
向
け
て
の
勉
強
会
も
始
め
ま
し
た
。
忙
し
い

毎
日
で
す
が
、み
な
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。﹇
永
沼
・

益
田
﹈

　
こ
の
四
月
、
一
年
生
は
二
十
六
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
学

当
初
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
七
月
下
旬
の
現
在
は
学
校

生
活
に
も
慣
れ
、
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」
授
業

の
ミ
ニ
運
動
会
で
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
熱
心
な
応
援
を
受
け
、
一

致
団
結
し
て
競
技
を
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
五
月
に
施
設

見
学
を
終
え
、
九
月
に
は
幼
稚
園
で
の
基
礎
実
習
に
臨
み
ま
す
。
卒

業
ま
で
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
保
育
者
に
な
る
と
い
う
夢
を

実
現
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。﹇
武
田
・
阿
部
﹈

　
二
年
生
に
な
り
学
年
が
上
が
っ
た
自
覚
を
噛
み
し
め
る
間
も
な
く
、

五
月
か
ら
保
育
現
場
に
赴
き
「
保
育
の
実
際
」
を
学
ぶ
保
育
実
習
Ⅰ（
保

育
所
）、
保
育
実
習
Ⅱ
と
保
育
実
習
Ⅰ（
施
設
）
と
い
う
三
つ
の
実
習
が

七
月
末
ま
で
連
続
で
続
い
て
い
ま
す
。
一
つ
の
実
習
ご
と
に
他
者
、

さ
ら
に
は
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、
学
校
に
帰
っ
て
く
る
度
に
逞
し

く
な
っ
て
い
く
学
生
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

学
生
が
実
習
で
何
を
学
ん
で
き
た
の
か
、
話
し
を
聴
く
こ
と
を
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。﹇
橋
浦
・
高
橋
恵
﹈
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大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
１
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
２
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
4
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
３
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻
　
2
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻
　
1
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
1
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
2
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
3
年

大
学
美
術
表
現
学
科
　
4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
2
年

ク
ラ
ス
だ
よ
り

（
令
和
五
年
度 

前
期
）
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今
年
度
、
本
学
園
は
株
式
会
社
楽
天
野
球
団
と
新
規
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ス
ポ
ン
サ
ー
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
宮
城
球
場
内
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

広
告
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
夏
は
特
別
に
、

美
術
表
現
学
科
四
年
の
竹
沢
千
陽
さ
ん
と
太
布
萌
恵
子
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
美
術
学
部
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
が
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
七
月
か
ら
九
月
ま
で
、
月
替
わ
り
で
三
種

類
の
広
告
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
七
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
現
在
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
健
康
栄
養
学
専
攻

卒
業
生
の
中
村
建
太
さ
ん
が
自
ら
の
体
験
談
・
現
場
の
仕
事
に
つ

い
て
高
校
生
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
学
生
た
ち
の
学

び
を
深
め
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。﹇
千
葉
・
溝
口
﹈

　
短
大
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
理
解
し
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
「
食
育
」
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
も
教
員
も

専
攻
の
壁
を
越
え
、
多
職
種
連
携
を
通
し
て
学
び
合
い
ま
す
。①

「
模
擬
給
食
会
議
」
で
は
、
保
育
士
と
栄
養
士
に
な
り
き
っ
て
、

子
ど
も
の
食
の
課
題
に
つ
い
て
事
例
検
討
し
ま
し
た
。②「
模
擬

こ
ど
も
ま
つ
り
」
で
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が
楽
し

め
る
行
事
を
想
定
し
、
有
志
の
学
生
た
ち
が
お
店
屋
さ
ん
（
卵
・

乳
・
小
麦
不
使
用
）
を
企
画
し
ま
し
た
。③「
３
・
１
・
２
弁
当

箱
法
」
の
演
習
で
は
、
簡
単
な
食
育
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
学
び
ま

し
た
。④
ま
す
み
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
を
短
大
に
招
い
て
、
学
生

た
ち
が
か
わ
い
い
お
弁
当
を
作
り
、
交
流
し
な
が
ら
食
育
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
郷
土
料
理
を
テ
ー
マ
に
し
た

食
育
を
地
域
で
三
回
行
う
予
定
で
す
。﹇
木
下
・
高
橋
恵
﹈

　
み
な
さ
ん
。
い
よ
い
よ
夏
本
番

と
な
り
、
暑
い
日
々
が
や
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
海
や
山
に
行
く
機
会

も
頻
繁
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
熱
中
症
に
注
意
し
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の
活
動
時
に
は
必
ず
帽
子
を
被
り
、
こ
ま
め
に
水

分
と
塩
分
の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
つ
い
て
」

令
和
五
年
五
月
八
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
２
類
相

当
か
ら
５
類
相
当
に
移
行
し
ま
し
た
。
一
方
、
本
学
に
お
い
て
も
、
感
染

者
は
継
続
的
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
の
感
染
者
報
告
は
三
十
五
名

（
大
学
二
十
八
名
、
短
大
七
名
）
に
上
っ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
全
体
で
も
、

今
月
に
入
っ
て
じ
ん
わ
り
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
人
が
密
集

す
る
場
所
に
行
く
場
合
に
は
、
マ
ス
ク
装
着
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
丁
寧
な
手
洗
い
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。﹇
中
尾
﹈

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E 広報

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
に
！

保
育・食
育
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
事
異
動

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

大
学
　
服
飾
文
化
専
攻
　
講
師

何 

水
蘭

【
専
門
分
野
】フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

【
主
な
担
当
科
目
】フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画
、服
飾
生
活
特
別
演
習

二
〇
二
二
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、こ
の
作
品
を

制
作
し
ま
し
た
。制
作
の
き
っ
か
け
は
友
人
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
本
―
宮
城
県
仙
台
市
出
身
の
重
度
重
複
障
が

い
者
大
越
桂
の『
海
の
石
―
か
つ
て
私
は
石
だ
っ
た
―
』か

ら
衝
撃
を
受
け
、一
生
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
障
が
い

者
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
作
品
は
人
間
の
体
を
岩
と
し
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

岩
に
は
た
く
さ
ん
の
貝
殻
が
寄
生
し
、強
い
波
に
打
た
れ

る
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。こ
の
作
品
で
は
、貝
殻

と
波
が
人
生
の
苦
難
を
象
徴
し
て
お
り
、「
ど
ん
な
に
苦
難

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、強
く
美
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、苦
難
は
人
生
の
宝
石
と
な
る
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。そ
の
強
い
意
志
と
生
き
る
力

を
、こ
の
作
品
を
通
じ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

短
大
　
食
物
栄
養
学
専
攻
　
講
師

青
柳 

公
大

【
専
門
分
野
】調
理
学
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

【
主
な
担
当
科
目
】調
理
科
学
論
、調
理
学
実
習

私
が「
食
」に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
は
調
理
師
免
許
を

持
つ
母
か
ら
の「
食
育
」で
し
た
。小
さ
い
頃
か
ら
何
か
と
調

理
を
す
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。よ
く
母
か
ら
食
材
の

下
処
理
を
し
て
お
い
て
と
電
話
で
言
わ
れ
て
、母
が
帰
宅
す

る
ま
で
に
仕
上
げ
て
お
か
な
い
と
夕
食
が
食
べ
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
の
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
、将
来
は
研
究
や
教
育
に
関
わ
り
た

い
と
思
っ
た
の
は
大
学
四
年
生
に
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の

先
生
と
の
卒
論
や
国
家
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
で
し
た
。正

直
な
と
こ
ろ
、勉
強
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
で
す
が
、「
理

解
で
き
る
、知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
」を
実
感
で
き

た
学
生
生
活
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

大
学
卒
業
後
は
大
量
調
理
施
設
に
て
十
三
年
間
勤
務
し
、

「
安
全
、安
心
で
効
率
よ
く
、美
味
し
い
食
事
づ
く
り
」を
業

務
を
通
し
て
学
び
、ご
縁
が
あ
っ
て
短
大
の
教
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。教
育
研
究
を
通
し
て
学
生
へ

「
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
仕
事
の
楽
し
さ
」を
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
い
く
か
が
私
の
一
番
の
テ
ー
マ
で
す
。毎
年
、様
々

な
目
標
を
も
っ
た
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が

入
学
し
ま
す
が
、学
生
の「
な
り
た
い
自
分
」に
な
る
た
め
に

は
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
良
い
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
専
門
は
調
理
学
と
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
、ど
ち
ら
も

「
調
理
す
る
こ
と
」が
必
要
で
す
。こ
れ
か
ら
も
講
義
や
実
習

を
通
し
て
調
理
の
楽
し
さ
や
奥
深
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

短
大
　
子
ど
も
生
活
専
攻
　
特
任
教
授

武
田 

早
苗

【
専
門
分
野
】図
画
工
作
・
美
術
教
育
、

小
学
校
教
育
全
般

【
主
な
担
当
科
目
】保
育
内
容（
表
現
Ⅰ
）、

子
ど
も
と
造
形
表
現
、教
育
実
習
指
導
、

保
育
実
習
指
導
Ⅱ

私
が
本
学
に
在
籍
し
て
二
年
半
が
経
ち
ま
す
。以
前
は
小

学
校
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
が
、現
在
は
短
大
の
子
ど
も
生

活
専
攻
の
一
教
員
と
し
て
幼
児
の
造
形
活
動
に
関
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

先
日
、短
大
附
属
の
ま
す
み
保
育
園
、ま
す
み
幼
稚
園
に

て
、洗
濯
ば
さ
み
を
使
っ
た
造
形
活
動
を
行
い
ま
し
た
。二

歳
の
子
ど
も
で
も
上
手
に
指
先
を
使
い
、思
い
思
い
に
紙
を

繋
げ
て
い
く
様
子
に
、子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
表
現
能
力
の

高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
、令
和
七
年
度
に

ま
す
み
保
育
園
・
ま
す
み
幼
稚
園
が
こ
ど
も
園
に
な
る
こ
と

を
見
据
え
て
、両
園
合
同
の
研
修
会
と
し
て
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
取
組
で
す
。今
後
も
実
践
を
通
し
て
子
ど
も
の
変

容
を
見
取
り
、豊
か
な
感
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
造
形

活
動
の
開
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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大
学
　
教
授
　

　
井
上
　
美
紀

大
学
　
教
授
　

　
小
野
　
真
実

大
学
　
講
師
　

　
山
沢
　
智
樹

短
大
　
特
任
教
授
　

　
佐
藤
　
深
雪

大
学
　
助
手
　

　
髙
野
　
弥
咲

大
学
　
助
手
　

　
大
岩
　
紗
希（
七
月
三
十
一
日
ま
で
）

大
学
　
助
手
　

　
安
倍
　
綾（
八
月
三
十
一
日
ま
で
）
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大
　
助
手
　

　
齋
藤
　
実
花

短
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手
　

　
菅
原
　
麻
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学
生
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談
所
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針
生
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大
学
短
大
事
務
部
　
学
生
課
課
長
補
佐

　
髙
橋
　
絹
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六
月
三
十
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今
年
度
、
本
学
園
は
株
式
会
社
楽
天
野
球
団
と
新
規
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ス
ポ
ン
サ
ー
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
宮
城
球
場
内
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

広
告
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
夏
は
特
別
に
、

美
術
表
現
学
科
四
年
の
竹
沢
千
陽
さ
ん
と
太
布
萌
恵
子
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
美
術
学
部
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
が
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
七
月
か
ら
九
月
ま
で
、
月
替
わ
り
で
三
種

類
の
広
告
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
七
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
現
在
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
健
康
栄
養
学
専
攻

卒
業
生
の
中
村
建
太
さ
ん
が
自
ら
の
体
験
談
・
現
場
の
仕
事
に
つ

い
て
高
校
生
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
学
生
た
ち
の
学

び
を
深
め
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。﹇
千
葉
・
溝
口
﹈

　
短
大
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
理
解
し
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
「
食
育
」
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
も
教
員
も

専
攻
の
壁
を
越
え
、
多
職
種
連
携
を
通
し
て
学
び
合
い
ま
す
。①

「
模
擬
給
食
会
議
」
で
は
、
保
育
士
と
栄
養
士
に
な
り
き
っ
て
、

子
ど
も
の
食
の
課
題
に
つ
い
て
事
例
検
討
し
ま
し
た
。②「
模
擬

こ
ど
も
ま
つ
り
」
で
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が
楽
し

め
る
行
事
を
想
定
し
、
有
志
の
学
生
た
ち
が
お
店
屋
さ
ん
（
卵
・

乳
・
小
麦
不
使
用
）
を
企
画
し
ま
し
た
。③「
３
・
１
・
２
弁
当

箱
法
」
の
演
習
で
は
、
簡
単
な
食
育
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
学
び
ま

し
た
。④
ま
す
み
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
を
短
大
に
招
い
て
、
学
生

た
ち
が
か
わ
い
い
お
弁
当
を
作
り
、
交
流
し
な
が
ら
食
育
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
郷
土
料
理
を
テ
ー
マ
に
し
た

食
育
を
地
域
で
三
回
行
う
予
定
で
す
。﹇
木
下
・
高
橋
恵
﹈

　
み
な
さ
ん
。
い
よ
い
よ
夏
本
番

と
な
り
、
暑
い
日
々
が
や
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
海
や
山
に
行
く
機
会

も
頻
繁
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
熱
中
症
に
注
意
し
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の
活
動
時
に
は
必
ず
帽
子
を
被
り
、
こ
ま
め
に
水

分
と
塩
分
の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
つ
い
て
」

令
和
五
年
五
月
八
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
２
類
相

当
か
ら
５
類
相
当
に
移
行
し
ま
し
た
。
一
方
、
本
学
に
お
い
て
も
、
感
染

者
は
継
続
的
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
の
感
染
者
報
告
は
三
十
五
名

（
大
学
二
十
八
名
、
短
大
七
名
）
に
上
っ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
全
体
で
も
、

今
月
に
入
っ
て
じ
ん
わ
り
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
人
が
密
集

す
る
場
所
に
行
く
場
合
に
は
、
マ
ス
ク
装
着
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
丁
寧
な
手
洗
い
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。﹇
中
尾
﹈
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楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
に
！

保
育・食
育
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
事
異
動

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

大
学
　
服
飾
文
化
専
攻
　
講
師

何 

水
蘭

【
専
門
分
野
】フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

【
主
な
担
当
科
目
】フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画
、服
飾
生
活
特
別
演
習

二
〇
二
二
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、こ
の
作
品
を

制
作
し
ま
し
た
。制
作
の
き
っ
か
け
は
友
人
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
本
―
宮
城
県
仙
台
市
出
身
の
重
度
重
複
障
が

い
者
大
越
桂
の『
海
の
石
―
か
つ
て
私
は
石
だ
っ
た
―
』か

ら
衝
撃
を
受
け
、一
生
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
障
が
い

者
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
作
品
は
人
間
の
体
を
岩
と
し
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

岩
に
は
た
く
さ
ん
の
貝
殻
が
寄
生
し
、強
い
波
に
打
た
れ

る
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。こ
の
作
品
で
は
、貝
殻

と
波
が
人
生
の
苦
難
を
象
徴
し
て
お
り
、「
ど
ん
な
に
苦
難

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、強
く
美
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、苦
難
は
人
生
の
宝
石
と
な
る
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。そ
の
強
い
意
志
と
生
き
る
力

を
、こ
の
作
品
を
通
じ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

短
大
　
食
物
栄
養
学
専
攻
　
講
師

青
柳 

公
大

【
専
門
分
野
】調
理
学
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

【
主
な
担
当
科
目
】調
理
科
学
論
、調
理
学
実
習

私
が「
食
」に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
は
調
理
師
免
許
を

持
つ
母
か
ら
の「
食
育
」で
し
た
。小
さ
い
頃
か
ら
何
か
と
調

理
を
す
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。よ
く
母
か
ら
食
材
の

下
処
理
を
し
て
お
い
て
と
電
話
で
言
わ
れ
て
、母
が
帰
宅
す

る
ま
で
に
仕
上
げ
て
お
か
な
い
と
夕
食
が
食
べ
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
の
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
、将
来
は
研
究
や
教
育
に
関
わ
り
た

い
と
思
っ
た
の
は
大
学
四
年
生
に
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の

先
生
と
の
卒
論
や
国
家
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
で
し
た
。正

直
な
と
こ
ろ
、勉
強
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
で
す
が
、「
理

解
で
き
る
、知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
」を
実
感
で
き

た
学
生
生
活
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

大
学
卒
業
後
は
大
量
調
理
施
設
に
て
十
三
年
間
勤
務
し
、

「
安
全
、安
心
で
効
率
よ
く
、美
味
し
い
食
事
づ
く
り
」を
業

務
を
通
し
て
学
び
、ご
縁
が
あ
っ
て
短
大
の
教
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。教
育
研
究
を
通
し
て
学
生
へ

「
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
仕
事
の
楽
し
さ
」を
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
い
く
か
が
私
の
一
番
の
テ
ー
マ
で
す
。毎
年
、様
々

な
目
標
を
も
っ
た
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が

入
学
し
ま
す
が
、学
生
の「
な
り
た
い
自
分
」に
な
る
た
め
に

は
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
良
い
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
専
門
は
調
理
学
と
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
、ど
ち
ら
も

「
調
理
す
る
こ
と
」が
必
要
で
す
。こ
れ
か
ら
も
講
義
や
実
習

を
通
し
て
調
理
の
楽
し
さ
や
奥
深
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

短
大
　
子
ど
も
生
活
専
攻
　
特
任
教
授

武
田 

早
苗

【
専
門
分
野
】図
画
工
作
・
美
術
教
育
、

小
学
校
教
育
全
般

【
主
な
担
当
科
目
】保
育
内
容（
表
現
Ⅰ
）、

子
ど
も
と
造
形
表
現
、教
育
実
習
指
導
、

保
育
実
習
指
導
Ⅱ

私
が
本
学
に
在
籍
し
て
二
年
半
が
経
ち
ま
す
。以
前
は
小

学
校
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
が
、現
在
は
短
大
の
子
ど
も
生

活
専
攻
の
一
教
員
と
し
て
幼
児
の
造
形
活
動
に
関
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

先
日
、短
大
附
属
の
ま
す
み
保
育
園
、ま
す
み
幼
稚
園
に

て
、洗
濯
ば
さ
み
を
使
っ
た
造
形
活
動
を
行
い
ま
し
た
。二

歳
の
子
ど
も
で
も
上
手
に
指
先
を
使
い
、思
い
思
い
に
紙
を

繋
げ
て
い
く
様
子
に
、子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
表
現
能
力
の

高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
、令
和
七
年
度
に

ま
す
み
保
育
園
・
ま
す
み
幼
稚
園
が
こ
ど
も
園
に
な
る
こ
と

を
見
据
え
て
、両
園
合
同
の
研
修
会
と
し
て
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
取
組
で
す
。今
後
も
実
践
を
通
し
て
子
ど
も
の
変

容
を
見
取
り
、豊
か
な
感
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
造
形

活
動
の
開
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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新入生歓迎行事
4月5日（水）は新入生歓迎行事としてウェルカムパーティーとクラブ同好会紹介を行いました。ゲーム等を通して学生同士の交流を深める場となったようです。

四
月
早
々
、三
島
学
園
正
門
を
入
り
、な
だ
ら
か
な

坂
道
を
辿
る
と
、櫻
花
が
そ
こ
か
し
こ
と
満
開
に
咲

き
ほ
こ
り
、そ
の
美
し
さ
に
見
惚
れ
ま
し
た
。本
年
度

は
、本
学
創
立
一
二
三
年
目
で
あ
り
、ホ
ッ
プ
・
ス

テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
と
、未
来
を
見
据
え
て
着
実
に

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
五
（
二
〇
二
三
）年
六
月
二
九
日
（
木
）、創
立

者
三
島
駒
治
、よ
し
夫
妻
の
墓
参
と
、斎
藤
實
記
念
館

を
訪
れ
ま
し
た
。大
庭
清
理
事
長
を
は
じ
め
、総
勢
一

六
名
（
そ
の
う
ち
同
窓
会
員
四
名
）で
、ま
ず
人
首
の

自
徳
寺
の
山
門
を
く
ゞ
り
、本
堂
の
左
右
に
供
え
ら

れ
た
大
き
な
擬
宝
珠
が
四
方
八
方
に
咲
き
乱
れ
、そ

の
勢
い
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
　

人
首
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
同
窓
会
員
一
名
も
加
わ

り
、四
年
ぶ
り
に
、わ
れ
わ
れ
も
和
尚
さ
ん
と
一
緒
に

読
経
し
ま
し
た
。そ
の
後
、ゆ
る
や
か
な
細
道
を
登

り
、左
に
曲
が
り
、し
ば
ら
く
横
道
を
た
ど
る
と
、駒

治
、よ
し
夫
妻
の
墓
石
が
あ
り
ま
す
。参
列
し
た
み
な

さ
ん
は
、献
花
後
、そ
れ
ぞ
れ
焼
香
し
、手
を
合
わ
せ
、

故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

昼
食
後
、水
沢
の
斎
藤
實
記
念
館
を
見
学
し
、彼
の

人
と
な
り
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。斎
藤
實

は
、三
島
よ
し
と
親
族
で
あ
り
、明
治
、大
正
、昭
和
期

と
、数
年
ご
と
に
夫
妻
で
本
学
に
来
校
し
、大
正
一
三

（
一
九
二
四
）年
に
は
、私
立
東
北
女
子
職
業
学
校
設

立
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。斎
藤
實
は
、海
軍
大
臣
、海

軍
大
将
、朝
鮮
総
督
、内
閣
総
理
大
臣
、内
大
臣
と
歴

任
し
、昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）年
二
月
二
六
日
に
青

年
将
校
た
ち
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、春
子
夫

人
は
こ
の
水
沢
の
地
で
過
ご
し
、九
九
歳
と
長
寿
を

全
う
し
ま
し
た
が
、最
晩
年
に
至
る
ま
で
こ
の
二
・

二
六
事
件
の
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
語
っ
て
い
た
と

い
い
ま
す
。

別
棟
の
二
階
に
書
庫
が
あ
り
、欧
文
図
書
、台
湾
、

朝
鮮
時
代
の
貴
重
な
図
書
も
多
く
、研
究
者
も
数
多

く
来
訪
し
、調
査
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

外
に
出
る
と
、昭
和
七
（
一
九
三
二
）年
五
月
二
六

日
に
第
三
〇
代
内
閣
総
理
大
臣
就
任
直
後
の
心
構
え

を
説
い
た
処
世
観
を
記
し
た
石
碑
に
気
づ
き
ま
し

た
。

一
、
忍
耐
は
人
の
寶
な
り

二
、
人
と
接
す
る
に
は

　調
和
を
旨
と
し

　
　謙
譲
な
る
態
度
を
忘
る
べ
か
ら
ず

三
、
優
越
観
念
は

　深
く
自
己
の
胸
底
に
収
め

　
　他
に
対
し
て
は
平
凡
中
庸
を
以
て
し

　
　自
然
に
他
を
し
て

　敬
服
せ
し
む
る
を
要
す

三
島
学
園
の
校
訓
「
励
み

　謹
み

　慈
み
」と
同

様
に
、わ
た
く
し
は
こ
の
碑
文
を
「
人
を
以
て
鑑
と

為
す
」こ
と
に
し
た
い
。

学長  佐藤 一郎
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
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令和5年度入学式
4月4日（火）に入学式を挙行しました。今年は快晴
で桜が満開！久しぶりに保護者や来賓の方々にも
ご参列いただけました。

小中学生のための
TSBファッションカレッジ2023

7月29日（土）に小中学生対象の
講座が行われました。

大学服飾文化専攻の教職員
と学生の指導の下、昇

華転写捺染の技法で、オリジナ
ルミニバッグを染色！

宮城県からの学生への支援物資配布

5月26日（金）・29日（月）に、宮城県から
の支援物

資を学生に配布しました。パックご飯や
レトルトカ

レー、パスタ等、両手で抱えきれないほど
の物資に

学生も大喜びでした。

体育祭
6月10日（土）に体育祭を開催し、学生たちは気合
十分で試合に挑みました。実行委員のおかげもあ
り、学科専攻の垣根を越えた楽しいイベントとなりま
した。

7月になり、一般企業の秋募集の採用活動が始まりました。本学の内定率は6月末実績で、大学35.1％（前年比4.1％増）、短大で6.1％（前
年比5.6％減）となっています。これまでの企業の採用活動を見ていると、順調に採用が進んでいる企業と、順調とは言えない企業に二極化し
ています。私の目から見た順調に採用が進んでいる企業の特徴を幾つか挙げてみると、「職場のモチベーションが高く、人間関係も良好であ
る」「業績重視で若くてもやりがいのある仕事を任せられる」「時代の最先端を行き、最新の知識とスキルを身に付けられる」「仕事のオン・オ
フの切り替えのメリハリがある」「給与や福利厚生が充実している」などで、ホワイト企業と呼ばれています。それとは逆に採用が上手く行って
いない企業には、俗に言うブラック企業が多いのが実情です。ホワイト企業には優秀な学生が続 と々エントリーしており、また、早くから採用活
動を始めています。3年生の夏のインターンシップから採用活動が開始されます。社会に初めて出る学生にとってファーストキャリアはとても重要
です。何故なら、現代は転職によってキャリアアップをすることが当たり前の時代ですが、前職でどの様な仕事をして成果を出してきたかを問
われます。つまり、過去を変える事は出来ません。ホワイト企業から内定を得るために何が必要かをよく考えることが大切です。［津島］

◎ファーストキャリアが大切

夏のオープンキャンパス6月17日（土）・7月16日（日）・8月6日（日）にオープンキャンパスを開催しました。猛暑の中、学生スタッフのみなさんは、誘導から講座中のサポート、お見送りまで大活躍でした！

令和5年度「後援会役員会・総会
・学科専攻別

懇談会・個別面談会」

6月3日（土）に後援会総会が
開催され、たくさんの

保護者の方にご出席いただ
きました。お忙しい中、

ご出席いただきありがとうござ
いました。

七夕祭
7月7日（金）の夕方から、数年ぶりに七夕祭を開催しました。テントでの飲食物（焼き鳥や唐揚げ等）の提供、フォークロックサークルのライブ、手持ち花火等、楽しいイベントとなりました。

秋保の杜佐々木美術館にて佐藤一郎学長の個
展が開催されます。是非ご覧ください。
会期：9月13日（水）～10月9日（月）10：00～17：00
（月曜日休館／祝日の場合営業、翌日休館）

ギ
ボ
ウ
シ

ひ
と
か
べ

ま
こ
と

た
か
ら

は
げ

つ
つ
し

か
が
み

い
つ
く
し

秋保の杜
佐々木美術館＆
人形館10周年
リレー展・
佐藤一郎展


